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聴
覚
障
害
の
実
態
や
そ
れ
を
さ
り
ま
く
社
会
的
文
脈
、

聴
覚
口
話
法
の
意
義
さ
限
界
、
障
害
者
の
自
己
形
成
な
ご
や
、

体
系
的
に
論
じ
た
書
物

橋
爪
大
三
郎
・
東
京
工
業
大
学
教
授

ま
っ
た
く
違
っ
た
分
野
の
専
門
書
で
あ
る
の
に
、
ぐ
い
ぐ
い
ひ
き
込
ま
れ
、
強
い
印
象
を
残
す
書
物
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
秋
元
波
留
夫
氏
の
『
失
行
症
』
(
一
九
三
六
年
初
版
、
一
九
七
六
年
再
刊
、
東
京
大
学
出
版
会
)
。
上
農
正
剛
氏

の
新
著
を
手
に
取
っ
て
、
ず
っ
と
以
前
に
読
ん
だ
こ
の
本
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

秋
元
氏
は
一
九

O
六
年
生
ま
れ
。
医
師
と
し
て
北
海
道
に
赴
任
し
、
炭
鉱
の
事
故
か
ら
救
出
さ
れ
た
患
者
を
多
く

診
療
し
た
。
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
結
果
、
奇
妙
で
独
特
の
症
状
を
呈
す
る
患
者
が
多
く
い
る
。
も
の
の
形
が
認
識
で

き
な
か
っ
た
り
(
失
認
)
、
言
葉
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
(
失
語
)
、
特
定
の
行
為
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
(
失

行
)
。
中
毒
に
よ
り
大
脳
が
局
部
的
に
損
傷
を
受
け
、
そ
れ
に
対
応
す
る
機
能
が
障
害
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

逆
に
考
え
る
な
ら
、
健
常
者
の
大
脳
が
、
ど
れ
だ
け
の
局
部
に
わ
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
機
能
を
分
担

し
て
い
る
か
を
、
そ
こ
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
。

聴
覚
障
害
児
(
耳
が
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
)

の
親
は
、
ほ
と
ん
ど
が
聴
者
(
健
常
者
)
で
あ
る
。
親
の
用
い
る
音
声
言

秋
元
氏
は
、
現
場
の
診
療
を
通
じ
て
失
語
、
失
認
、
失
行
と
い
っ
た
病
態
に
ふ
れ
、
欧
州
の
最
新
の
研
究
を
参
照

し
な
が
ら
、
症
状
の
分
類
や
診
断
基
準
、
そ
の
発
生
の
機
序
や
治
療
方
法
を
ひ
と
つ
ず
つ
考
え
進
め
て
い
っ
た
。
特

に
、
構
成
失
行
(
マ
ッ
チ
を
篠
っ
た
り
、
パ
ジ
ャ
マ
を
着
た
り
と
い
っ
た
種
類
の
動
作
だ
け
が
で
き
な
く
な
る
)
と
い
う
障
害

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
再
構
成
す
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
議
論
の
進
め
方
に
わ
く
わ
く
し
た
。
ひ
ら
が
な
や
漢
字
が
別
々
に

失
わ
れ
る
と
い
っ
た
日
本
語
特
有
の
失
語
症
の
症
例
を
報
告
分
析
し
た
こ
と
も
、
大
き
な
貢
献
だ
と
敬
服
し
た
。

上
農
氏
の
書
物
も
、
土
木
踏
の
領
域
に
踏
み
入
っ
て
、
病
態
の
根
幹
を
見
極
め
、
そ
れ
に
即
し
た
合
理
的
な
体
系
を

組
み
立
て
て
い
こ
う
と
す
る
明
快
な
意
志
に
貫
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
秋
元
氏
と
よ
く
似
て
い
る
。

上
農
氏
が
扱
う
の
は
、
聴
覚
障
害
児
で
あ
る
。
出
来
あ
が
っ
た
機
能
が
途
中
か
ら
失
わ
れ
る
場
合
(
失
行
症
)
と
、

最
初
か
ら
失
わ
れ
て
い
る
場
合
(
聴
覚
障
害
)
で
は
、
だ
い
ぶ
事
情
が
異
な
る
。
聴
覚
障
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど

の
よ
う
に
し
て
、
そ
れ
以
外
の
機
能
を
十
分
に
発
達
さ
せ
る
か
。
こ
の
方
法
を
め
ぐ
る
思
索
の
格
闘
が
、
本
書
の
な

か
み
で
あ
る
。

一
般
に
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
こ
と
だ
が
、
視
覚
障
害
に
く
ら
べ
て
、
聴
覚
障
害
の
ほ
う
が
問
題
は
む
し
ろ
深
刻
で

あ
る
。視
覚
障
害
児
(
目
が
見
え
な
い
子
ど
も
)
は
、
生
活
上
の
不
便
は
あ
っ
て
も
、
親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
問

題
が
な
い
。
殺
は
音
声
言
語
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
る
。
視
覚
障
害
児
は
、
そ
の
言
語
共
同
体

に
参
加
し
、
音
声
言
語
を
通
じ
て
精
神
を
形
成
し
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
困
難
が
生
ず
る
の
は
、
文
字

言
語
を
使
お
う
と
し
て
も
目
に
見
え
な
い
の
で
使
え
な
い
段
階
、
す
な
わ
ち
学
齢
に
達
し
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以

前
に
、
音
声
言
語
を
習
得
し
、
そ
れ
を
媒
介
に
し
て
情
緒
や
人
格
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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子
ど
も
は
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
聴
覚
障
害
児
は
、
親
と
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
ず
、
言
語
共
同
体
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
言
語
が
獲
得
で
き
な
け
れ
ば
、
情
緒
や
人
格
な
ど
精
神
形
成

五回
b
d
E

、

吾
-
ロ

ーヲー

ι

に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
。
精
神
機
能
は
も
と
も
と
障
害
さ
れ
て
い
な

い
の
に
、
そ
の
発
達
に
問
題
が
起
こ
る
の
を
見

過
ご
す
こ
と
は
、

ゆ
ゆ
し
い
問
題
、

ま
さ
に
人
権
問
題
で
あ
る
。

聴
覚
障
害
児
に
は
、

と
り
あ
え
ず
、

二
つ
の
道
し
か
な
か
っ

た
。
第
一
は
、
音
声
言
語
を
あ
き
ら
め
、

手
話
を
コ

ミ
ユ

ニ
ケ
1
シ
ヨ
ン
手
段
に
選
ぶ
こ
と
。

こ
れ
は
、
聾
者
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
二
は、

困
難
を
お

唇
の
か
た
ち
を
読
み
取
り
、

し
て
、
音
声
言
語
を
習
得
す
る
道
を
選
ぶ

こ
と
。
そ
れ
に
は
補
聴
器
を
つ
け
、

発
宮
戸
線

習
を
繰
り
返
す
と
い
う
、

ハ
ー
ド
な
訓
練
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

実
際
に
は
ど
ち
ら
も
、

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
と
も
な
う
。
手
話
を
身
に
つ
け
て
も
、

手
話
が
で
き
る
と
は
限
ら
な

い
親
や
一
般
の
人
び
と
と
、

自
由
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
手
話
(
日
本
手
話
)
は
、

も
う
ひ
と
つ
の
言
語
(
外
国
語
)
な
の
だ
。
し

た
が
っ
て
、
漢
字
や
ひ
ら
が
な
な
ど
日
本
の
文
字
言
語
も
、
容
易
に
は
身
に
つ
か
な
い
。
聾
者
同
土
が
語
り
あ
う
、

日
本
語
と
語
葉
や
文
法
が
異
な
る
。

日
本
語
と
対
応
の
つ
か
な
い
、

孤
立
し
た
手
話
の
言
語
共
同
体
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
結
果
と
な
る
。
か
と
言
っ
て
、
音
声
言
語
を
選
択
し
て

も
、
現
実
の
状
況
で
聴
き
取
り
や
発
話
が
で
き
る
レ
ベ
ル
に
ま
で
、
音
声
言
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

そ
し
て
、

こ
の
困
難
を
ど
う
に
か
乗
り
越
え
た
と
し
て
も
、

聴
者
の
世
界
に
対
等
な
メ
ン

バ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、

両
方
を
身
に
つ
け
る
し
か
な
い

の
で
は
な
い
か
。

な
る
べ
く
マ
イ
ナ
ス
を
小
さ
く
す
る
た
め
に
、

聾
学
校
は
、
そ
う
し
た
環
境
と
訓
練
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
聾
学
校
は
、
手
話
の
使
用
を
禁
止
し
て
き
た
。
上
農
氏
に
お
目
に
か
か
っ
た
八
年
前
に
こ
の

こ
と
を
確
認
し
て
、
私
は
改
め
て
怒
り
を
お
ぼ
え
た
。
日
本
語
の
習
得
に
邪
魔
に
な
る
か
ら
と
い
う
。
手
話
へ
の
偏

見
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
聴
覚
に
障
害
を
も
っ
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
障
害
そ
の
も
の
に
加
え
て
、
不
十

分
で
非
科
学
的
な
教
育
環
境
を
も
耐
え
忍
び
、
そ
の
も
と
で
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
聾
学
校
の
生
徒
数
が
、
急
激
に
減
少
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。
補
聴
器
を
つ
け
て
音
声
言
語
を
聴
き
取
り
、
音

声
言
語
を
発
音
す
る
「
聴
覚
口
話
法
」
に
も
と
事つ
い
て
、
一
般
の
学
級
で
学
ぶ
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
(
イ
ン
テ
)・

教
育
が
一
般
的
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
子
ど
も
の

「聴
こ
え
な
い
」
現
実
を
認
め
た
く
な
い
親
た
ち
ゃ
、
聴
覚
口
話
法

を
よ
か
れ
と
推
進
す
る
教
師
た
ち
に
よ
っ
て
、
イ
ン
テ
教
育
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
聴
覚
障
害
児
の
言
語
能
力
は
、

一
般
の
学
級
の

「自
然
な
環
境
」
で
、
無
理
な
く
習
得
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
だ
が
現
実
に
は
、
言
葉
を
聞
き
取
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ク
ラ
ス
か
ら
疎
外
さ
れ
、
勉
強
に
も
つ
い
て
い
け
な
い
と
い
う
大
部
分
の
聴
覚
障
害
児
た
ち
の
実

態
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
と
り
か
え
し
が
つ
か
な
く
な
る
ま
で
放
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

上
農
氏
は
、
聴
覚
障
害
児
の
教
育
指
導
に
長
年
取
り
組
み
、
数
多
く
の
障
害
児
た
ち
ゃ
親
た
ち
の
苦
し
み
、
聴
覚

口
話
法
の
矛
盾
、
聾
教
育
の
実
際
を
見
て
き
た
。
本
書
は
、
そ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
聴
覚
障
害
児
教
育
の
根

本
的
な
見
直
し
を
提
案
す
る
、
画
期
的
な
書
物
で
あ
る
。
言
語
学
や
哲
学
の
知
見
が
随
所
に
織
り
込
ま
れ
、
時
間
を

か
け
て
温
め
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
が
く
っ
き
り
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
聴
覚
障
害
児
を
も
っ
親
た
ち
ゃ
聴
覚
障
害
児
を

教
え
る
教
師
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
聴
覚
障
害
者
本
人
、
言
語
や
障
害
や
福
祉
に
関
心
を
も
っ
人
び
と
す
べ
て
に
と
っ

て
の
、
必
読
書
で
あ
る
と
思
う
。
聴
覚
障
害
の
実
態
や
そ
れ
を
と
り
ま
く
社
会
的
文
脈
、
聴
覚
口
話
法
の
意
義
と
限
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界
、
障
害
者
の
自
己
形
成
な
ど
を
、
こ
れ
ほ
ど
体
系
的
に
仏
e

書
収
は
、
お
そ
ら
く
初
め
て
な
の
で
ま
よ

3
;

授
甘
い
昨
日
1

九
日
目
刊
行
っ
万
一
ヨ
リ
一
一
一
パ
月
九
円
日
日
比
…
一
一
十

円

日

日

目

ー

討

廷

は

d
u
h
j
M
Hは
す
れ
れ
い
i
u
引いれ

げ
は
げ
守
で
あ
る
こ
と
そ
し
て
、
聴
覚
口
話
法
の
み
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
能
力
が
決
し
て
十
分
に
身
に

，
そ
こ
で
上
農
氏
は
、
聴
覚
口
話
法
と
は
別
に
、
一
言
語
の
運
用
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
免
く
。
そ

れ
ヵ
、
書
記
言
語
(
文
字
の
読
み
書
き
)
の
重
視
で
あ
り
、
手
話
言
語
の
重
視
で
あ
る
。
聴
覚
障
害
者
は
、

ι覚
的
い

ト
け
い
れ
い
れ
沌
円
い
汗
片
付
げ
サ
れ
れ
わ
ト
リ
パ
バ
日
1
v
一守山日立十九日い
1

い司

て
、
聴
覚
口
話
法
で
は
、
こ
れ
は
不
可
能
な
の
だ
。

見
知
ら
ぬ
異
国
に
移
住
し
た
親
た
ち
が
、
不
完
全
な
カ
タ
コ
ト
の
外
国
語
(
ピ
ジ
ン
)
を
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
と
し

れ

じ

パ

ー

マ

て

1
つ
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ
を
流
暢
な
も
う
ひ
と
つ
の
母
語
(
ク
レ
オ
!
と
に
変
え
て
し

た

ひ

と

り

の

ク

汗

日

山

一

一

パ

ヰ

て

進

む

内

発

的

な

エ

ネ

ル

ギ

!

?

な

わ

っ

て

い

る

J
た
つ

満
ち
た
激
励
の
視
線
と
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

l

L
覚
障
害
児
の
孤
独
と
、
そ
れ
を
見
つ
め
る
著
者
の
希
望
に

¥ 

(
書
き
下
ろ
し
)

t 

、、ー

は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う

一
九
四
八
年
神
奈
川
県
に
生
ま
れ
る

東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
卒
業
、
同
大
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

一
九
八
九
年
よ
り
東
京
工
業
大
学
に
勤
務

現
在
、
同
大
大
学
院
社
会
理
工
学
研
究
科
価
値
シ
ス
テ
ム
専
攻
教
授

/ 

-
著
書

『
言
語
ゲ

1
ム
と
社
会
理
論
』
(
勤
草
害
房
、
一
九
八
五
年
)

『
仏
教
の
言
説
戦
略
』
(
動
草
書
房
、
一
九
八
六
年
)

一
は
じ
め
て
の
構
造
王
義
』
(
講
談
社
現
代
新
書
・
講
談
社
、
一
九
八
八
年
)

ベ
冒
険
と
し
て
の
社
会
科
学
』
(
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
)

『
現
代
思
想
は
い
ま
何
を
考
え
れ
ば

い
の
か
』
(
勤
革
審
一
房
、
一
九
九
一
年
)

一
民
主
主
義
は
最
高
の
政
治
制
度
で
あ
る
』
(
現
代
書
館
、
一
九
九
二
年
)

『
僕
の
憲
法
草
案
』
(
ポ
ッ
ト
出
版
、
共
著
、
一
九
九
三
年
)

一
橋
爪
大
三
郎
コ
レ
ク
ン
ヨ
ン
(
全
3
巻
)
』
(
効
草
書
房
、
一
九
九
三
年
)

『
性
愛
論
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
九
五
年
)

!
橋
爪
大
三
郎
の
社
会
学
講
義
』
(
夏
白
書
房
、
一
九
九
五
年
)

『
橋
爪
大
三
郎
の
社
会
学
講
義

2
』
(
夏
白
書
房
、
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解脱 t!:iln犬三郎

橋爪大三郎/著、海鳥社/刊

本容は社会学者にして当代の論客

lが、 20年間にわたっτ書いた書評の
A集成。新聞・雑誌に発表されたものを

i中心に、ネ ット上の鼎談や解説・論文
4なども含めて、登場する奮名は優に2
~ 00を超える。専門分野の関連書ばか

F¥fりかと思いきや、折々のベストセラ

時間 ーや話題替から、 「なんでζれを?J
という本まで含まれ、目次に並ぶ著

3者名・書名を見ても、書評家としての
叩 ¥ 1著者の懐の深さが伺える。

あとがきに日く「醤評は必ず褒め

るζ とにしている」。だから褒めるのが難しい本は原則

断る、しかし褒めるζ どと、 '公正、公平、正確、率直で

あるζ とは、必ずしも矛盾しない、と著者はいう。そζ

|には微妙なバランスがあり、神経の使いどころとも。こ

の一文を読んでから一つ一つの書評を追うと、そのYボ
が何となく分かる。絶妙なバランス感覚と、苦手分野で

あれ意見を異にする相手であれ、誠実に温かく相対する

姿勢が箸者の書評の持ち味で、 「書評の最良の教科書」

と称される所以だろう。 (2500円、 ISBN4-87415-542-1)

書評のおしごと
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)。
大津真幸著

思想のケミストリー

吉本隆明、柄谷行人、贋

-一松渉ち、一三人の日本の思

れ一想家、文学者の仕事の核心

o- に迫ろうとする小論の集

ヘジ日一成。入執筆年には、かなり

r可第一の幅がある。最も旧いもの

十一は、まだ学生だった頃に、

一 、町一二十歳代に書かれているv

f
堕(あとがきとい泉、ま

M瀬一ったくそれを感じさせな

ム鎌一い。著者が、きわめて早い

一時期から一貫したモチーフ

一のもとに、密度の高い仕事

一を継続してきた乙とを裏づ

一貯ている。

一大津民変守回書き下ろし

一た「ま-えがきに代えて哲

一学と文学を横断するとと」

一に、本書の背景が説明して

一あり、興味ぶかい。文学は

一なぜ、近代日本において、

一哲学よりも大きな役割を果

一たすのか。また広範な読者

一を獲得するのか。それは、

一漢字かな混じりの書字体系

一をもっ日本語のシステム

一が、西欧近代の思想を受け

》一入れた際の困難に由来する

ノ一と、著者は分析する。西欧

一起源の概念は、漢語に移し

一かえられ、外在的なままに

Z「一とどまった。そのため、日

雫一本の課題を肉声で語りだす

一ために、文学が欠かせなか

一ったのだ。

-3一裏目撤石『こころ』、富

・室、沢賢治『銀河鉄逼の夜』、

三島由紀夫『金閣寺』、:・

〈
金
曜
日
〉

1
0
月
7
日

2
0
0
5
年
〔
平
成
1
7
年
〕

F
リ

型
電，

-:。とりあげるほぼすべて

の思想家や作品を分析する

のに、大津氏一流の社会理

論が適用される。乙れは、

個々人の欲動と心的世界の

現われかろ、社会の成立に

向りて上向していく展開を

実質とし、「第三者の審級」

の確立が決定的な役割を果

たす。いわば社会の可能根

拠の原理論のような考察で

ある。すべての思想家や作

品の内的構成や思索の必然

が、大津理論を通じてみご

とに解明される乙とで、日

本近代の精神史のダイナミ

ズムが復元され、あわせて、

大津理論の普遍妥当性が実

証される仕組みになってい

る。
大津氏は、ポストモダン

世代に属する思想家だが、

あえて近代やプレ近代の思

想について、系統的な目配

りをしてきた。本書は、近

代日本の思想家を素材とす

る乙とで、大津氏の位置も

照ちしだされるおもしろい

多重構造になっている。日

錦
織ま
;

ケM.¥喜
"
;11

本の近代は、伝統社会のモ

ダンな内発性が展開するか

たちで、しかし決定的に外

社
会
の
可
能
根
拠
の
原
理
論
の
よ
う
な
考
察

れは怨制問
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良区

部からのインパクトによっ

て、初動された。こうして

生まれたきしみやねじれ、

近代の不全感に、文学の思一

想家たちは敏感だった。な-

ぜなら文学は、社会の一般-

性に置き換えろれない、個一

々人のユニークなあり方に一

とだわって、社会をとらえ

る方法だかろだ。との文学一

的な領域と、大津氏の資質一

とが共握して、「思想のケ
一

ミストリl」が醸成される。

日本の思想家たちに関心の一

ある読者も、六揮理論に魅一

せられている読者も、満足一

するに違いない。一

複雑な大津理論の根本一

は、社会がなぜ成立してし一

まうのかという、驚くべき一

事実に対する根深い疑問で一

ある。ぞれを驚くべきと受一

口取るのは、自分の個的領

域のあり方はそれより確実

なのに、という確信に裏打

ちされている。個室を与え一

られ近隣の子ども集団で遊一

ばなくなった世代の、共通↑

感覚かもしれないo-

大津民は、見回宗介氏か

ら本質的な影響を受廿たと

いう。共同体に魅せられた

近代主義者、しかもポスト

モダンを遠望した多重な存

在である見田氏の仕事を、

大津氏はどう対象化するの

か。著者がもし本格的な見

田宗介論を展開するなら、

六揮理論の秘密もさらに明

らかになるだろうと楽しみ

である。(はしづめ・だい

さぶろう氏H東京工業大学

教授・社会学専攻)
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